
平成２９年７月 5 日 

「農場 HACCP 推進農場」指定申請受付について 

 

 公益社団法人中央畜産会は、農場 HACCP の普及推進の観点から飼養衛生管理基準を満

たし、かつ基本的な HACCP 手法を理解し、取り組んでいる畜産農場について、一定の要

件を満たす場合に、「農場 HACCP 推進農場」として指定しています。 

 指定を希望される場合は、下記により申請してください。 

 

記 

１.指定申請書の提出方法 

 申請希望者は、別添様式第１に必要事項を記載のうえ、添付書類を添えて郵送にて提出

してください。なお、指定申請書および家畜の飼養衛生管理基準チェックリスト（牛、豚、

鶏）については、別添ファイルの様式をホームページ（http://jlia.lin.gr.jp/haccp/）

からダウンロードし、作成してください。 

 

提出申請書の送付先 

〒101-0021 

東京都千代田区外神田 2-16-2（第２ディーアイシービル９階） 

公益社団法人中央畜産会 衛生指導部 

 

２.指定手数料の納付 

 指定手数料として、申請１件につき 20,000 円を申請書の提出日までに銀行振込により納

付してください。 

なお、審査の結果、指定されなかった場合でも、指定手数料は返還されませんのでご注

意願います。 

 

振込先 

金融機関・支店名  みずほ銀行虎ノ門支店 

口座番号      普通 4119469 

口座名義人     公益社団法人中央畜産会 

          ｼ ｬ ) ﾁ ｭ ｳ ｵ ｳ ﾁ ｸ ｻ ﾝ ｶ ｲ 

 

また、銀行振り込みの際、次の「振り込み票」を FAX（03-5289-0890）でお送りください。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

「農場 HACCP 推進農場」指定申請手数料振り込み票 

   振り込み年月日：     年     月     日 

 

振 り 込 み 名 義：                         

 

   申 請 農 場 名：                         

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 



３.指定書の交付ならびに公表 

 指定審査委員会における審査の結果、指定要件を満たしているとされた畜産農場につい

ては、農場 HACCP 指定農場指定書を交付し、当該農場を本会のホームページで公表します。 

 

以上 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

○中央畜産会衛生指導部 

 担 当：陰山 守永 

 TEL：03-6206-0835 FAX：03-5289-0890 
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平成29年7月 

農場HACCP推進農場の指定について 

 

１ 趣 旨 

食品の安全に対する消費者の関心が高まる中、畜産物の安全性向上のためには、

個々の畜産農場における衛生管理を向上させ、病原微生物等の侵入・汚染リスクを低

減し、健康な家畜、畜産物を生産することが重要となっている。 

このため、家畜伝染病予防法では、家畜の所有者が遵守すべき飼養衛生管理基準が

定められているとともに、農林水産省では、畜産農場に危害要因分析・必須管理点

（HACCP）の考え方を取り入れ、家畜の所有者自らがハザードや管理点を設定し、記録

し、危害要因をコントロールする飼養衛生管理（農場HACCP）の取組みを推進してい

るところである。 

このため、農場HACCPの普及促進の観点から、飼養衛生管理基準を満たし、かつ基

本的なHACCP手法を理解しその取組を開始している農場について、一定の要件を満た

す場合には、農場HACCP認証とは別に、その前段の取組をしている意欲ある農場を、

中央畜産会が「農場HACCP推進農場」として認め、①関係機関の指導員による認証申

請に向けての支援・指導の強化、②中央畜産会のホームページにおける公表等により

取組を奨励するものである。 

 

２ 指定の要件 

農場HACCP推進農場指定要領で定める次の項目に取り組んでいること。 

（１）経営者の責任 

  ① 衛生管理方針が文書化されていること。（写しの添付） 

  ② HACCPチームが編成され、HACCP責任者及びチーム員が任命されていること。

（HACCPチーム編成表等の添付） 

 

（２）危害要因分析の準備 

    作業工程を図式化した工程一覧図が作成され、かつ確認されていること。 

    （工程一覧図写しの添付） 

 

（３）一般的衛生管理水準の確保 

  ① 飼養衛生管理基準が遵守されていること。 

    本項目については、飼養衛生管理基準のチェックリストにより一定の基準を

満たしていることについての確認を得るものとする。なお、本チェックリス

トの確認は、別に定める要件を満たす者によることとする。 
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  ② 飼養衛生管理基準に沿った衛生対策の取組指導体制が確保されていること。 

    農場の衛生管理指導について管理獣医師等（共済組合その他の獣医師）が確

保されていること。 

 

３ 指定の手順 

 （１）農場HACCP推進農場の指定を受ける者は、指定要領に基づき、指定申請書を

提出するとともに、指定手数料（２０千円／2年）を払い込む。 

 

 （２）指定審査委員会における申請書の書類審査。 

 

 （３）指定要件に適合している場合は、指定書を交付する。 

 

４ 指定農場の公表等 

（１）農場HACCP推進農場については、中央畜産会ホームページで公表する。 

 

 （２）農場HACCP推進農場については、県協会等に当該農場の指導強化について協

力依頼を行う。 

 

 （３）農場HACCPに関する情報の提供等。 

 

５ 指定農場の有効期間 

  指定農場の有効期間は、指定後２カ年とする。 

 

 

  (参考)指定のメリット 

  ①農場HACCP方式による衛生管理に取り組んでいる農場であることをアピールで

きること。 

  ②飼養衛生管理基準を遵守している農場であることをアピールできること。 

  ③指導機関等による指導・助言を優先的に受けることができること。 
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（参考） 

 

農場HACCP推進農場と認証農場の資格要件及び認証マーク使用制限等の比較 

区  分 農場HACCP推進農場 農場HACCP認証農場 

要  件 ①経営者の責任 

 経営者のｺﾐｯﾄﾒﾝﾄ 

 HACCP ﾁｰﾑの任命 

②危害要因分析の準備 

 ﾌﾛｰﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑの作成 

③一般的衛生管理水準の確保 

④関係機関等による指導･助言を受けて

いること。 

認証基準に基づく審査ガイドライ

ンの要求事項を満たしていること。 

手続き 書類による確認と農場指定。 ①書類審査 

②審査員による実地審査 

③認証判定委員会における審査 

 

認証マーク 

 

使用は不可とする。(指定マークに 

ついては、推進状況をみて検討） 

原則、農場のみで使用可とする。 

公 表 中央畜産会HPで公表。 認証協議会事務局HPで公表 

 

(注１) 農場HACCP推進農場の要件③については、飼養衛生管理基準のチェックリスト

により確認を行うこととする。 

(注２)推進農場としての指定有効期間は、2年間とする。 

 

 



 「農場HACCP推進農場」指定要領  

 

平成23年2月15日  22年度発中畜第2023号 

               一部改正平成24年2月  1日  23年度発中畜第  944号 

  一部改正平成29年７月5日  29年度発中畜第1495号 

（目的) 

第1条 この要領は、公益社団法人中央畜産会が、農場HACCPの取組を開始し、一定

の要件を満たす畜産農場を「農場HACCP推進農場」として指定し、その情報を

発信することにより、農場HACCP取組意識と社会的な理解の向上を図り、畜産

農場における衛生管理の向上及び畜産物の安全性の確保に資することを目的と

する。 

 

（定義) 

第2条 この要領において、「農場HACCP」とは、畜産農場に危害要因分析・必須管理

点(HACCP)の考え方を取り入れ、家畜の所有者自らがハザードや管理点を設定し、

記録し、農場段階での危害要因をコントロールする飼養衛生管理をいう。 

 

２ この要領において「農場HACCP推進農場」とは、第３条に規定する指定要件

に適合するものとして指定された畜産農場をいう。 

 

（指定要件とその指定） 

第３条 「農場HACCP推進農場」の指定要件は、次に掲げる事項とし、そのすべてを

満たす農場を「農場HACCP推進農場」として指定する。 

 

 （１）衛生管理方針が文書化されていること。 

 

（２）HACCPチームが編成され、HACCP責任者及びチーム員が任命されていること。 

 

（３）作業工程を図式化した工程一覧図が作成され、かつ確認されていること。 

  

（４）飼養衛生管理基準が遵守されていること。 

    なお、本項目については、別紙に定めるところにより、飼養衛生管理基準の 

チェックリストの確認を得ることとする。 

 

（５）飼養衛生管理基準に沿った衛生対策の取組指導体制（獣医師による指導体制 

を含む。）が確保されていること。 

 

（６）農場関係者は、公益社団法人中央畜産会が開催する農場HACCP指導員養成研

修を受講した者の指導・助言を受ける等により、農場HACCP認証基準につい

て、十分理解していること。 



（７）文書の記録は、農場HACCP認証基準第7章２．の要求事項によること。 

また、文書の作成者、責任者等の署名にあっては、署名、印刷等の氏名では印

鑑をもって確認すること。 

   

（指定申請） 

第４条 申請者は、申請書（様式第１）及び必要書類を、中央畜産会会長（以下「会

長」という。）に提出するものとする。 

  ２ 第1項の必要書類は、非公開情報として取扱い、申請者による事前の承諾な

しには、これらの非公開情報の全部又は一部を第三者には開示しない。 

 

（指定手数料） 

第５条 指定手数料は、指定に要する経費として別紙に定めるものとする。 

  ２ 申請者は、申請書の提出日までに、指定手数料を銀行振込により中央畜産会

に納付するものとする。 

 

（指定審査委員会の開催） 

第６条 会長は、必要に応じ別紙に定める指定審査委員会を開催し、申請書について、

第３条の指定要件を満たしているかについて審査を行う。 

 

（指定書の交付及び公表） 

第７条 会長は、指定申請のあった畜産農場について、第６条の審査において指定要

件を満たしているとされた申請については、農場HACCP推進農場指定書(様式第

２号)を交付するとともに、当該農場を公表するものとする。 

 

 (指定の取消し) 

第8条 会長は、指定を受けた者が次のいずれかに該当するときは、その指定を取消

すものとする。 

（１）第４条に規定する申請書等に虚偽が判明したとき。 

（２）第3条に規定する指定要件を満たさなくなり、申請者から指定の辞退があった

とき。 

  

（立入り調査） 

第9条 中央畜産会は、本要領の適正な実施を図るため、必要に応じ立入り調査等を

行うことができるものとする。 

 

（その他） 

第10条  この要領に定めるもののほか、推進農場の指定に関し必要な事項は、別に会

長が定めることができるものとする。 

 

附則（平成29年7月5日 29年度発中畜第1495号） 

   この指定要領の改正は、一部改正平成29年７月  1日から適用する。 



別紙 

 

飼養衛生管理基準のチェックリストの確認 

 

「農場HACCP推進農場」指定要領第3条（４）で定める飼養衛生管理基準のチェ

ックリストの確認については、次によるものとする。 

 

１ 飼養衛生管理基準のチェックリストは、別添のとおりとする。 

 

２ 飼養衛生管理基準のチェックリストの確認者の要件は次のとおりとする。 

（１）申請対象家畜の衛生指導の実務に５年以上の経験を有する者 

（２）大学において獣医学の課程を履修した者 

 

３ 飼養衛生管理基準のチェックリストの合計点は大規模所有者及び小規模所

有者ともに７０％以上を要するものとする。 

 

４ チェックリスト中の欠格条項の該当がないものであること。 

 

（指定手数料） 

 

指定要領第５条で定める指定手数料は、1件につき、20,000円とする。 

 （指定要領第 3 条(4)で行う飼養衛生管理基準チェックリストの確認に要する

費用は申請者の負担とし、当該負担額は指定手数料に含むものではない。 

また、審査の結果、指定されなかった場合でも、指定手数料は返還しないも

のとする。） 

 

（指定審査委員会の開催要領） 

１ 趣旨 

「農場HACCP推進農場」指定要領第６条の規定に基づき、同要領第３条の指定

要件を満たしているかについての審査を行う。 

 

  ２ 委員会の構成 

   指定審査委員会は、学識経験者３名以上をもって構成するものとする。 

 

  ３ 委員会の運営 

  (1)委員会の座長は、委員の互選により選任する。座長は、検討委員会の議事を

運営する。 

   

  (2) 委員会の庶務は、衛生指導部において行う。 


